
過去の研究実績 現在、注力し࡚いࡿ研究 今ᚋྲྀࡾ組࡛ࢇいࡁ
たい研究

1. 適応ࣝࣇタࣜン
APSM法の開発 :ࢢ
(2014 IEEE Signal

Process. Mag. 最優秀
論文賞:日本人初)

2. 非拡大写像の不動
点集合ୖの凸最適
化࣒ࢬࣜࢦࣝ
信号処理への応用
(2016年文科大臣表
彰科学技術賞ཷ賞)

3. 代数的相ン
プ法の開発ࢵࣛ
応用関すࡿ研究
 

1. 階層型最適化基準ࢆ満たす高次元ࣟࢺࢫࣂ推ᐃ
法の開発(Lasso 法→TREX法→次世代TREX法)

2. 多次元情報の超複素表現ࢆ活用した次世代信号
処理の開拓(例：పࣛンࢡ超複素ࢸンソࣝ復元)

3. 部分空間追跡問題オンࣛン࣭ࢫ࣮ࣃࢫ主成
分分析࣒ࢬࣜࢦࣝの開発

1. 次世代人工知能の
化(例：潜在ࣝࢹࣔ
知の数理ࣔࣝࢹ化)

した活ࢆࢀこ
開発࣒ࢬࣜࢦࣝ

2. 最先端信号処理技
術࣮ࣂࢧࡿࡼ
攻撃検出法の開発
 

 

③ http://www.sp.ce.titech.ac.jp/， isao@ict.e.titech.ac.jp

ॹータサイエンスの諸問題を
解決する普遍的ऩ(信号処

理࣭最適化 等)࣒ࢬࣜࢦࣝ

創造し，広く，画像࣭音ࢆ
響࣭通信࣭物理探査分野等の
逆問題応用し，産業界協
力しࡽࡀ࡞人類社会貢献す
．目指し࡚いますࢆこࡿ

代表的研究例

情報通信工学 信号処理，機械学習 信号処理，最適化，逆問題，機械学習

情報通信系 教授 山田 功

代数的位相アンছップ法पよるَ の整数倍情報ُの復元と
জモーॺセンシングへの応用




